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転職に関する研究はこれまでも展開されてきたが、その多くは転職率の高い若年層や高齢層を対象
としたものであった。確かに30歳代を中心とした中堅層の転職率は決して高くないものの、他の年齢
層のそれと比較すると、むしろ転職に伴うリスクは大きいと言える。若年層での転職は、仮に失敗で
あったとしても、その後の職業生活でとり返すことが充分可能であるが、中堅層の仕事経験はその後
の職業生活を大きく規定してしまうので、そこでの転職の成否は極めて大きい意味を持つことになる
からである。この年齢層で転職が減る背景にはこのようなこともあると考えられるが、実際にはその
年齢層でも転職は発生している。
本研究は、そのような中堅層の転職に焦点をあて、その実態を明らかにし、成功要因を明らかにし
ようとするものである。そしてその目的を達成するために、本研究では、企業や個人に対するインタ
ビュー調査を実施すると共に、永野・木谷・牛尾の共同研究として2009年に実施したインターネットを
活用したアンケート調査(質問紙調査)I若手・中堅人材の転職行動に関する調査」の個票データから、
30歳代の回答者を抽出し再集計することにしている。なおこの調査の対象者は、調査実施時点までの
5年間に、正社員として働いている現在の勤務先に、前勤務先から転職してきた大卒以上の学歴の人
である。
研究の初年度である本年度は、再集計のための分析プランを決定するために、先行研究のレビュー
と、都内おけるインタピュー調査を実施した。次いで、質問紙調査データ再集計のためのデータセッ
トの作成を行った。その際、回答者の前勤務先と現勤務先の「業種」と「職種」に関しては、「その他J
という回答を、その自由記入内容をもとに再コード化した後、 30歳代の回答者(902件)だけのデータ
セットを作成した。そして、各設問に対する単純集計を行った。その結果、明らかになった平均像を
列挙すれば以下のようになる。
調査回答者の平均年齢は34.6歳で、 23.5歳の時に初職に就いている。回答者の43%は現職が2社目
の人(つまり初めての転職の人)で、 32%は3杜目の人、そして4社目以上の人も25%を占めている。
前勤務先には平均4年間勤続した後、調査時点の3年3ヵ月前に離職し、その4ヵ月後に現勤務先に
入職したというのが平均像である。現勤務先の求人情報は、「民間の職業紹介機関」を通じて入手した
人が最も多い。またこの転職により、同業種に移動した人は48%、企業規模に関しては、大きくなっ
た人が32%、逆に小さくなった人が37%、また移動前後の職種が同じであった人が70%、職位に関し
ては、上昇した人が20%であった一方、低下した人も15%を占めた。
次年度は、このデータセットのより詳細な分析を行うことになる。
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